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ドライバー不足の視点から

 トラックドライバーの年間所得額は、全産業平均と比較し
て、大型トラックドライバーで約1割少なく、中小型トラック
ドライバーで約2割少ない。

 トラックドライバーの年間労働時間は、全産業平均と比
較して、大型トラック・中小型トラックドライバーとも約2割
長い。

 トラックドライバーの仕事はきつい－手積み手卸しなど

→人手不足の解消に向けて労働条件の改善が不可欠。

 2030年には2015年に比べて30％供給量が減少。
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今後の貨物自動車の需給量推計
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営業用貨物自動車の需要量推計 営業用貨物自動車の供給量推計



ドライバーの労働環境の視点から
現状の改善基準告示の概要(2024年3月まで)
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出典：国土交通省資料



働き方改革関連各法律の施行期日等について
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出典：国土交通省資料



2024年問題の影響
１年間の拘束時間別の自動車運転者数
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出典:トラック運転者の労働時間等に係る実態調査事業 報告書より作成

長距離輸送では、現在の改善基準告示の規定を7.0%上回っている。2024年
の時間外労働上限規制の導入で、規定を31.8％が上回る可能性がある。



2024年問題の影響
１年間の拘束時間別の自動車運転者数
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出典:トラック運転者の労働時間等に係る実態調査事業 報告書より作成

長距離



ドライバー需給の予測

改善基準告示改正の影響

供給が14.2％不足 3,300時間

5.6%不足 3,400時間(労使協定により延長可)

 ドライバー不足により、2030年には輸送能力の19.5％が
不足。2024年問題の影響と合わせて、輸送能力の34.1
％（9.4億トン）が不足する可能性。
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出典:NX総研試算



輸送距離からみたトラック輸送

 250km未満 トラックにおける日帰り運行が可能な地域。
物流上は問題が少ない。

 250～500km－中距離。日帰り運行が難しく、今後、ドラ
イバー確保が難しくなることが想定される。

 500km以上－長距離。

 1,000km以上－北海道、九州が該当し、全国のなかでも

野菜の生産量が特に多い地域で、この地域はトラックで
の輸送が、今後特に難しくなることが予想される地域。
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東京都中央卸売市場の野菜の産地からの距
離帯別割合の推移(重量ベース)
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出典:東京都中央卸売市場の統計資料より作成



中央卸売
市場の野
菜の産地
からの距
離帯別割
合
(重量ベ
ース、
2021年)
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出典:各卸売市場
の統計資料より作
成



運賃の推移
成約運賃指数の推移 （2010年4月を100）
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出典:求荷求車情報ネットワーク（Web KIT）より作成



農産物物流の特徴と直面する課題
農産物の物流の特徴として

農林水産省・経済産業省・国土交通省（2017）「農産品物

流の改善・効率化に向けて」（農産品物流対策関係省庁
連絡会議中間とりまとめ）

・出荷量が直前まで決まらず、出荷待ち、荷卸し待ち等の
手待ち時間の長さや、長距離輸送による長時間の拘束

・手積み手卸し等の手荷役作業が多く、重労働

・突然の行き先変更や厳しい品質管理、厳格な到着時間
など運行管理が難しい。

・帰り荷がなかったり、小ロット多頻度輸送が求められる。
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農産物の物流の特徴

 非常に多品種であり、かつ季節、天候などによって、生産量が大きく変動
する。

 全国の限られた生産地から、それぞれの季節に合わせて、全国の消費地
市場に輸送する形態である。

 近距離だけでなく中・長距離の輸送が多く発生する。

 日々の輸送量の変動が大きく、かつ直前にまで輸送量が読みにくい。

 輸送が定型化されていない。→例えば加工食品、日雑品などは、同じル
ートで、ある程度決まった量を輸送

 他の品目に比べて、複雑で、取扱が難しく、かつその場その場で対応せ
ざるを得ない。

 平準化が難しく、計画的に業務を進めることが難しい。

 ドライバーが過酷な労働環境のなか、その場その場で対応することで行
われてきた。
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①長いドライバーの拘束時間

 長距離を輸送する場合が多く、運転時間が長い。

 発地側では、農産物の毎日の生産量が大きく変動するほか
、出荷先も変わるため、出荷量、出荷先がぎりぎりまで決ま
らないため、貨物車の荷物を受け取るまでの手待ち時間が
多く発生する。

 着地側、特に大都市の拠点市場においては、全国から多く
の貨物車が集中することから、深夜を中心に混雑し、荷卸し
するまでの手待ち時間が発生する。

 運転時間が長く、さらに手待ち時間が長いため、ドライバー
の拘束時間が長い。
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ドライバーの拘束時間の実態
（トラック輸送状況の実態 調査）
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出典：国土交通省資料



➁パレット化の遅れ

 10トン車では、手積み、手卸し作業にそれぞれ2時間程度。重
労働であり、肉体的負担が大きいと同時に、拘束時間が長く
なる。

長距離輸送については、パレット化すると積載率が低下する。

外装箱のサイズが、パレット積載にあわせたものではないた
め、積載率が低下する。

パレットを使う場合、一貫パレチゼーションでの利用が望まし
いが、輸送にあたってはT11(110cm×110cm)のパレットを使う
のに対して、生産地側の保管等に使われているのは、違うサ
イズの場合も多く、積み替える作業が発生する。

パレットの回収率が低いため、発地側が使いたがらない。パレ
ットの回収が確実にできるパレット・プール・システムの導入が
望まれる。
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手荷役の実態（アンケート調査より）
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出典：国土交通省資料



③短い輸送時間の要請

 生鮮物の場合、市場の取引時間に合わせて、到着するこ
とが必須。生産地側の出荷時刻がぎりぎりに設定されて
おり、時間的に余裕がない。鮮度の面からも短い輸送時
間を要求。

④小ロット多頻度輸送

 品目が非常に多品種であり、かつ1日に出荷できる量が
限られていると同時に、かつ鮮度も求められることから
、小ロット多頻度輸送にならざるを得ない。

 積載率が低くなってしまう場合もあり、運賃が割高にな
る。物流事業者側からみても、計画的な輸送スケジュー
ルを組みにくいため、帰り荷の確保が難しく、収益面か
ら問題がある。
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農産品物流が直面している課題

 農林水産省・経済産業省・国土交通省（2017）「農産品物流の改
善・効率化に向けて」（農産品物流対策関係省庁連絡会議中間
とりまとめ）

・長距離輸送、繁忙期はトラックが確保できない状況が発生。

・トラックを貸切で輸送できるほどの量がある場合はトラックが確保
できても、小ロットの場合は輸送が困難。輸送ができても物流コス
トが非常に高いという問題。

・生産地側では荷物がまとまる大消費地の特定の卸売市場にしか
出荷しないという状況が加速。出荷先を絞り込み、それ以外の市
場においては、別途転送のための費用がかかるといったことも発
生し、大消費地以外の卸売市場における集荷力が弱まる可能性
が高い。
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農産物の物流の特徴からみた課題

 農産物物流は、拘束時間が長く、荷待ち時間が長く、さらに
パレット化がされておらず手積み手卸しの場合が多く、かつ
時間の制約が厳しいため、ドライバーからみると最も敬遠さ
れるものとなっている。

 農産物物流はドライバー不足の深刻化等の影響を特に受け
やすい特徴があり、特に中・長距離輸送において、今後運べ
ないという問題が発生する可能性が高い。
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